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【背景】放射線照射による蛍光中心 (RPL中心) の形成と，その光励起による蛍光現象であるラ 

ジオフォトルミネッセンス (RPL) 能を示す銀添加リン酸塩ガラスが，市販の個人被ばく線量計素 

子として利用されている．当該ガラスにおける RPL 中心の同定やその形成機構の解析がなされて 

いるものの，RPL 能発現の起源が不明なままであるため，当該ガラスに匹敵あるいは凌駕する 

ような新規 RPL材料開発は達成されていない．そこで，以下に記す RPL 中心形成機構に着目した 

[1]．まず放射線によって電子正孔対が形成される．電子は Ag+に捕獲されて Ag0を形成する．その 

後，Ag+と Ag0との会合によって Ag2
+が形成される．一方で，正孔は一度 PO4四面体に捕獲され 

た後に Ag+へと移動して Ag2+を形成する．このように，RPL中心形成反応に関与する化学種は， 

リン酸基と銀イオンのみである．そこで本研究では，RPL 中心形成反応に関与する元素のみを含 

んだ Ag2O–P2O5ガラスにおける光学特性を調査することで，RPL能の起源の解明を目指した． 

【実験内容】Ag2O 及び(NH4)H2PO4の粉末試薬を用いて，40.96Ag2O–59.04P2O5ガラスを融液急冷 

法により作製した．得られたガラス試料における X 線照射前後での蛍光 (励起波長: 430 nm) 及 

び電子スピン共鳴 (ESR) スペクトルを測定した． 

【結果と考察】Figure 1に蛍光スペクトルを示す．未照 

射時に観測されていた，銀ナノクラスターに帰属される 

[2]蛍光ピークの強度が線量増加に伴って減少した．な 

お，X 線照射による新たな蛍光帯の現出は観測されず， 

Ag2O–P2O5ガラスは RPLを示さなかった．Figure 2に 

ESR スペクトルを示す．X 線照射後に，Ag2+に帰属され 

る[1]ESR信号が 330 mT付近で明瞭に観測された．RPL 

中心に帰属されている Ag2+が存在しているにも関わら 

ず，当該ガラスは RPL能を示さなかったことから，Ag2+ 

形成能の有無が RPL能の有無に直結しているわけでは 

ないことが示唆された． 
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Fig. 1 PL spectra 

 

Fig. 2 ESR spectra 
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